
各事業の活動報告について

案件名

1. 「世界自閉症発達デー」に合せた庁舎のブルーライトアップについて
2. 作業受委託マッチング促進事業について
3. 障がい者雇用促進事業について
4. 「手話言語の国際デー」に合せた庁舎のブルーライトアップについて
５. 燕市権利擁護支援者養成講座について

令和６年8月30日（金）

燕市障がい者自立支援協議会

資料番号１



１. 「世界自閉症啓発デー」に合せた庁舎のブルーライトアップについて

【概 要】

毎年、４月２日は「世界自閉症啓発デー」です。自閉症をはじめとする発達障がいへの理解を深

める取組が各地で行われ、日本でも、シンポジウムの開催やランドマークのブルーライトアップ

等の活動が行われています。

燕市においても、「世界自閉症啓発デー」に合わせて４月２日から市役所庁舎を青色にライト

アップしました。本取組を通じて、市民・地域・社会に向けて自閉症をはじめとする発達障がい

について普及啓発を図るとともに、理解促進に努めました。

【ライトアップの内容】
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※ライト・イット・アップ・ブルー
「世界自閉症啓発デー」や「発達障がい啓発週間」の関連イベントです。NPO法人あっとオ―ティズム（兵庫

県芦屋市）が、内閣府や厚生労働省等からの後援を受け、全国各地のブルーライトアップの紹介や取組を応
援してくれた首長の写真紹介などをHPで掲載しています。

ライト・イット・アップ・ブルー活動に
賛同し署名しました。

点 灯 日 ４月2日（火）～８日（月）（７日間）

点 灯 時 間 日没15分後～午後10時まで

点 灯 場 所 市役所庁舎おもいやり駐車場付近

点 灯 方 法 ブルーの光で庁舎をライトアップ



2.作業受委託マッチング促進事業について

【概 要】
就労系障がい福祉サービス事業所利用者の工賃向上のため、企業等の作業発注と障がい福祉サービス事
業所の作業受注のマッチング等を、民間ノウハウを有する事業者に委託し、障がい福祉サービス事業所の増
収を図り、中長期的な工賃（賃金）アップを目指します。

＜実績報告>
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◆マッチング業務
企業等への営業活動、障がい福祉サービス事業所が受注できる作業の切り出し等

◆アドバイザー業務
障がい福祉サービス事業所に対する作業効率、品質管理、単価交渉等について助言

◆目標
企業等への営業活動等を延べ２０社以上および10件以上のマッチング（成約）

対 象 者 市内障がい福祉サービス事業所職員や企業

開 催 日 8月24日、10月13日、11月22日

参 加 人 数
（ 累 計 ）

就労系サービス事業所 25名
企業 13名

≪研修会の開催≫

≪紹介および成約件数≫

紹介件数（累計） 206件

成約件数（累計） 10件

成 約 業 務 内 容
封入作業
調理道具バリ取り検品作業 など

令和5年度



2.作業受委託マッチング促進事業について

<業務委託業者>
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選定方式 公募型プロポーザル方式

参加申込み者 １者

業者選定委員

燕市障がい者自立支援協議会就労支援専門部会委員（8名）
健康福祉部長
健康福祉部社会福祉課長 計10名

審査結果

優先交渉権者
一般社団法人 I have a dream
理事長 肥田野 正明
所在地 新潟市中央区堀之内南1-32-16-3F

評価点1,870満点中 1,606点
（総合点の8.5割）

令和5年度の実績よりマッチング業務、アドバイザー業務ともに実施時期、実施内容、
手法等が高評価され、総合点が一定点数以上（総合点の7割以上）となり優先交渉権
者として選定されました。

◆目標
令和6年度末までに
企業等への営業活動等を延べ２０社以上および10件以上のマッチング（成約）

◆予算
マッチング業務122万円
アドバイザー業務88万円 合計210万円

令和6年度



2.作業受委託マッチング促進事業について

<活動スケジュール>
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◆紹介件数が成約件数に繋がらない理由は・・・

業務 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マッチング業務

アドバイザー業務

営業、広報活動

マッチング調整、アドバイス

事業説明 事業まとめ、実績報告

8/27研修会 研修会 交流会 事例検討

事業所
・工賃の高い新しい仕事を受注したいが、今まで継続している作業（企業とのお付き合い）
で手一杯で受けることができない。
・施設外就労を受注したいが、職員不足で支援できないため受けることができない。

企 業
・紹介の時点では反応が良いが担当者レベルになると心配の方が大きくなり契約までには
繋がらない。（期限内にできるか、作業の完成度など）

◆実際にマッチング事業を利用した企業からの意見は・・・
「利用してよかった、次回も積極的に利用したい」

・障がい者雇用促進事業⇒障がい者等への理解促進の強化
・作業受委託マッチング促進事業⇒成約に繋がるような丁寧な支援を継続

<課題および解決に向けた取組>

取組
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（１）就労支援スキルアップ研修会

内容：①講義と演習（企業目線に立った、就労移行支援事業所に求められる就労支援）

②フォローアップ（希望事業所のみ）

対象：就労移行支援事業所、就労移行支援スキルの向上を目指す就労継続支援事業所（最大：１6か所）

講師：株式会社NSGソシアルサポート 代表取締役 樋口 督水

3.障がい者雇用促進事業について

【概 要】
働く側の障がい者、受け入れる側の企業に対して、両者の立場から事業を実施することで、一般就労への移
行促進を目指します。

（２）障がい者雇用理解促進セミナー

⇒実際に障がい者がどのような業務で活躍しているかについて、話を聞くことで自社のどんな業務で 活躍

してもらうか具体的にイメージを持ってもらい、障がい者は貴重な戦力であるという認識の向上を図る。

開催日時：令和6年9月6日（金） 15：00～17：00

対 象：企業など（障がい者雇用の経験のない企業を中心に）

内 容：①行政説明 『障がい者雇用について』

説明者：ハローワーク担当者

②基調講演 『障がい者雇用のこれまでとこれから（仮）』

講 師 ：株式会社ツノダ（障害者雇用優良中小事業主）

③パネルディスカッション 『障がい者雇用～はじめてみてわかったこと～（仮）』

ファシリテーター：ハローワーク三条 佐藤 彩子氏

情報提供者 ：有限会社船山理研工業所（担当者、就労されている方）、福祉支援者

周知方法：燕商工会議所やつばめ商工会、ハローワークを通じて周知

そ の 他：就労支援事業所を巡る見学ツアーを定期的に開催します。



市内企業

各回８名

燕市役所１Fエントランス
午前8時50分

日程 ⾒学先

【第1回】
令和６年7月24日（水）午前9時〜午後０時30分

なごみの水耕⇒星の輪つばめ
⇒Sprite燕

【第2回】
令和６年9月18日（水）午前9時〜午後０時30分

あったかハート⇒ふれあいの家
⇒ワークセンターやすらぎ

【第3回】
令和６年11月20日（水）午前9時〜午後０時30分

夢工場つばめ⇒ワークセンター花笑み
⇒トム・ソーヤ

https://logoform.jp/f/IAXjf
電話希望の方は、お問い合わせ先に連絡ください。

▽QRコード



４. 「手話言語の国際デー」に合せた庁舎のブルーライトアップについて

【概 要】

市では、令和元年度に「燕市手話言語の普及等の推進に関する条例」を制定し、手話奉仕員養

成講座や手話出前講座の実施など、手話言語の普及等に取り組んできました。

毎年9月23日の「手話言語の国際デー」に合わせ、施設等を青色にライトアップする「手話言

語のためのブルーライト」運動が世界各地で開催されています。燕市も世界ろうあ連盟の取組

を象徴する青色で庁舎をライトアップすることにより、市民・地域・社会に向けて「手話が言語

である」ことのさらなる普及・啓発を図ります。

【ライトアップの内容】
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点 灯 日 9月22日（日）～24日（火）（3日間）

点 灯 時 間 日没15分後～午後10時まで

点 灯 場 所 市役所庁舎おもいやり駐車場付近

目 的 各国の手話言語を尊重しあい、 「手話が言語であ
る」ことへの認知を広めるため

点 灯 方 法 ブルーの光で庁舎をライトアップ






